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Ⅰ 緒  口  

傾斜地を開墾して袋地を造成し，そこに作物を栽培する場合，睦の方向を決儒することほ作物に対する日射の配布  

状態に夏頃な関係がある．従ってそこの作物が受ける日射の配布状態を明らかにしておくことほ傾斜地利用の上から  

極めて大切であるがこれらに閲する研究ほごく少ないい（り（2）（∂）そこで笠者ほ傾斜面にぶける各々縦鮭と横睦に裁増さ  

れた作物の受ける日射量を，各方向に画した各傾角の料簡について日変化の模様を理論的に求めた… また農機保全の  

－・環として傾斜地に成風林（または防霜林）を設置した場合の影の問題についても余り考慮されていないので，（4）そ  

の日変化の模様を明らかにしたのでここにそれらの概要を朝雲する 

Ⅱ 防風林（又は防霜林）と影  

防風林の防風効果や機能に関する実験研究ほ苗くから数多くみられその効果については略明らかに・されるに至っ  

た．そして防風林は主風が5m／sec以上で通風のよい平澗な土地，または風速はそれ以下でも乾燥しがちな土地，  

季節的に東風が襲菜する土地，冷害のおそれのある高冷地等に設定サーるとし，その位置ほ防風機能を・よく発揮し且農  

耕地のつぶれ地が少なくなるような折であることが必要であるが，防風林や防霜林が耕地におとす影についてほあま  

り考慮されていないようであるので，以下防風林や防霜林における影の問題について考究する 

平地における影の長さほ，太陽高度をbとすれば，樹高Hの影の長さは  

g；HcdtI】  （1）  

にて簡塵に牒めることができる．   

傾斜地の場合についてみると第1図のように樹高Hの傾斜面上に．おける影の長さを  

7とすると g＝DBであって，これを求めるに．は   

＝ ・＝tanb  

tanα＋＝加ゎ  
了諒  

、！T い晶・・－い 一言！l∴…－・  
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H＿Sin（ゎーα）＿Si血′   
J  cosb cosil  

巨H－－  
第 1 因  

（2）  

であるからbとh′がわかれば任皆の特別における影の長さが釘算されるい 但しb′は傾斜同上の高度で，太陽が傾  

斜面の背後にあるときはも十αで，傾斜面の前諏こあるときはゎーαであるい また（1），（21式の言f算にはよく知られ  

た式  

Sir）h＝Sin8sin？）＋cos8cos甲COSt  

SiIlh′＝COSαSinh＋sinαCOSh cos（ATβ）  

からb，SiIlb′を・求めるとよい。   

ここに．甲はその他の繹匿，8は太陽の赤紆，tは時角でありまたAは太陽の方位，βは斜面の偏角である。   

而して傾斜地利用に際し，戯鞄保全の一環として寮，西，南，北の各方向に画した僻角10〇，200及び30〇の各斜面   
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並びに平地に樹高10mの防風林（または傾斜  

地に防霜杯）を貰西力向や南北方向に設定し  

た場合について，北緯34016′（農学部構内）  

に．おける6月，3月及び12月の各月15日の毎  

時間に．おける平地及び傾斜面上の影の長さを  

上記の式から欝算（ム，Sinb′は筆者（5）がかつ  

て言ー算した結果を用いて）し，林列と．直角方  

向の傾斜面上において林列の踊後面100mの  

問におとす影巾の日変化曲線を求め，その日  

総監をブラニメータ、一に．て求積すると第2図  

のようになり，また平地との比数を求めると 

第1表のようになった 

即ち防風林（あるいは防霜杯）を南北方向  

に設窯した場合にほ何れの月においても，午  

前中は林列の西側に年後ほ豪側に．影を生じ正  

午に影巾ほ零となるのであるが，影巾の変化  

曲線と時間軸と．の包む両税即ち日変化の除塵  

は第2図からわかるように，太陽高度の最も  

大きい6月に．おいてほ商科面では各便角を通  

じて最も大きく北斜面でほ最も小さい，．そし  

て東斜面ほ西斜面と同盟で両者の中間にある  

が南斜面の状態に近い．そして南斜面及び東  

聞  
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第2国 防風林列の影巾の日変化盈と傾斜角歴との関係  

第1表 彰最の平地 と の比数  

（西）斜面では傾角の増加に．従って次套如こ彪巾の日給患は増加し，傾角300ではそれぞれ平地の約1．5倍，14倍に達  

し，北斜面でほ反対に減少を示し傾角30つでほ平地の約6割になっている．3月及び12月に．おいては各傾角ともに北  

斜面に最も大きく，商科面は敢も小さく6月の場合と正反対で，東（西）斜面は何れもその中間にある．そして北斜  

面並びに東（西）斜面は傾角の増加に伴って影巾の日独盈は増し，それぞれ傾筒300では平地の約1．5倍，1∴3倍（：3  

月）；約32倍，1い3陪（12月）に達し，商科面では憤角300で平地のそれぞれ8割（3月）4割ご12月）を示している…   

次に償西方向の杯列についてみると，6月には南北方向の場合と傾向は似ているが，東（西）斜面において影巾の  

日給盈は最も一大きい．そして東（西）及び商科面ほ傾角300にて平地のそれぞれ175倍，168倍になっており北斜面  

は平地の約3割にすぎない．3月ほ寛（西）斜面が最も大きく南斜面に最も小で，東（西）及び北斜面は傾角300に  

おいで平地のそれぞれ304倍，2．67倍を示し商科面ではモF∠他の約7割に減少している．12月になると南北方向の場合  

と傾向は同じでり，北及び東（西）斜面の傾角30⊃では1F他のそれぞれ3．．54倍，1．．41倍になり，南斜面では平地の約  

4割に減少している。   

南北男向と凍：西方向についてみると，6月及び3月にほ各科両ごとにそれぞれ南北力向の林列における影巾の日給   
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盈が琴西方向のそれより大きく，12月には反対に兼西方何の林列における路盤が南北刀向より大きい小   

紋ヒを聡揺すると冬季においてほ，醐ヒ及び風西方向の林列ともに席料簡でほ傾斜面への日蔭は少くF塊に崩まれ  

ること隼なり，これを車傾角の増加檻伴って益々有利になることがわかる・北斜面でほ南北，粛西方向ともに日産ゐ盈  

は最も六きく，これほ傾角の増加に伴って急増してゆく・そして東西力向の林列た対してほ僚角300で全日日射を受  
けなくなってくる．嵐（西）斜面は両者の中間にあるが傾角の増加につれて日魔の盈は増す1．春野とおいても南斜面  

は東西及び南北方向ともに日夜の盈ほ少くh傾角の増加に伴って益々有刺であり，東西力向の林列でほ感斜面に・釦、  

てほ全廠卿こついて，他の北及び東（西） 

は少い．夏撃においてほ3月放びユ2月と反対に，、北斜面では南北教び東西力同の林如対して日蔭の選ば少く，持た  

東西方向り林列に対¢てゴ膝閥は全傾角を通じて，帝放び東（西）斜面雨150附近までの低傾卿こおいて南北方向  

の林列の瘍合より日蔭の盈は小さくなっている 

Ⅷ 畦の、形態と日射量  

1．平地における鱒由と横睦（東西畦と南北畦）  

平地笹作物を磯壊した場合に作物の側面が受ける日射急について考えLろ．  

作物側面の受ける日射盈は畦の方向によって，即ち隣接睦の作物によって陰影を生じ全然括速月射を受けない野  

間が起りうるわけであるが，この陰影の関係は平地では太陽高撃とその力倍角及び締度に′よ1つて辞せられる一従？て  

作物栽培に当ってはつとめてこの陰影を少くして蹟連日劇盈が多くなるようエ来する必要がある 

いま地面に垂動こ立てられた壁画の受け苓嘩位面積，埋位時間当りの日射轡丈，垂直壁面笹．対する太陽高度をb′ゝ  

大嘘間数をS？ 

芦9S如b′〒Soc占sb・COS（Ar－β）  （3）  

である1要しSo＝iとすると簡動こ 

siIl打＝（激流cos（A－β一）  

で荒される．   

こ；㌣こib呼声他に矧する太陽高度で  

占hh＝Sin8sin甲十cos8．cos甲．cOSt  

で与えられる 

そこで寮西瀕び南北方  

向並びに．その中間の北署  

一両西，北西」南東カ何  

に．間隔90cmの作条を設  

けて作物を栽培した場合  

陰影の部分を考慮して各  

舞に声ける作物側面のう  

ける塵位団私■蔑位時間  

挙りめ平海田射盈を，北  

絆圭4◇16′（農学部構内）  

の場所にづいて6月，3  

月翠び12月の各月15自の  

毎時間の値を大気あ吸収  

奪を塵外祝して痙諭的に  

華や，ネ卵変化曲線を  

痛くと如圃のようにな  

った．ここに作物の宙丈  

は年月に・はユQOcm，3月放  

び12月には50crnとした 

箆3因 平地における作物側面への日射盈（上段：寮西作中段：南北作下段‥北東 南西）   
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第3図においてハッチせ施Lた部分ほ，隣接の作条における作物によって影を生じるため，日射が遮断せられた部  

分を示すものである小 また北西南東作の日射盈目変イヒ曲線は北計南西作の場合とちょうど正反対になるので，こ  

こには北濃－－・南西作のみを示したり   

而してこれら作物側面の．学位両横が受ける平均日射最の日変化曲線をブラニメ一夕一にて求積して日射の日給盈を  

求めると第4図の平地における値になる．6月においては南北作の■方が乱射藍ほ最も潤沢にうけることがわかり，東  

西作ほ最も不利であることもわかるハ北計－一両西作（北西⊥函数作）ほその【二1哨粧ある．比率でいえば北昇雨西作  

（北西卜南東作）は南北作の85．5％，寛西作は南北作の37・8％になっている、冬季の12月においては6月と・ほ迫にな  

り東西作が最も日射最が多く，■南北作が叔も少い．．北啓一∴南西作（北西一南箆作）ほその中間にある．これを比率で  

いえば北東一南西作（北西一一両東作），南北作ほそれぞれ菜西作の66∴3，54・8％である・3月にほ何れの刀向に作付  

しても日射盈の差異は少いが，やはり6月と．同様な傾向を潰し南北作＞北東－－南西作（北啓一南粛作）一＞寛西作で  

あり，南北作を100％とすれば他ほそれぞれ98・5，95」6％である．  

2．傾斜地における縦睦と横睦   

傾斜地に作物を磯増した場合，作物側面への直連日射の配布状態ほ平地の場合より複雑である‥即ち隣接睦の作物  

によって陰影を生ずる模様が太陽高度とその方位角及び経度の錮こ傾斜方位や角度に関係をもってくることである小   

而して東，西，南，北放びその各々中間に画した傾角100，200及び300の各科蘭に作物を縦方向や横力向（縦睦及  

び横睦）に磯増した場合について，作物側面のうける嘩位両横，嘩位時間当りの平均日射盈を6月，3月及び12月の  

各月15日の毎時間について前節の式と，各方向の各傾角における日射蕊を箪者〈5）が理論罰算した結果を潤いて討芳一と  

作図により求め，日変化曲線を描き，日給盈  

をブラニメーター・にて求棍すると第4因の  

ようになった．．また平地との比数を求める  

と第2表のようになった．但し栽培条件は  

前節と同じく，北緯34016′（爵学部構内）  

の場所で作条の間隔90cm，草丈は6月は  

100m，3月と12月にはそれぞれ50cmとし  

た 

日陰急においてはいずれも常斜面と酉斜  

面ほ同盟であるのでいずれか－・一刀を京して  

あるけ また北策斜面における北西一南東作  

と．，北西斜面の北許一南西作ともその日射  

日経盈ほ同じであるからいずれか－・カのみ  

を示した 

第4因についてみると6月においてほ東  

（西），南，北の各科両匿・おいて南北作が日  

射盈は最も多く，東西作において最も少く  
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鴇4図 作物側面のうける日射の日給放と傾斜角度との関係  

なっている…それらの中間の斜面における北卦－一両西作や，北西1有家作ではその中間に・ある‖そして北放び東（西）  

斜面における南北作でほ傾角の増加につれて日射盟は増加し，硝斜面でほ減少しており傾角300においてはそれぞれ  

平地の1‖19，1い06，∩“87倍を示している、また日射藍の最も少ない東西作において－も，北斜面では傾角の増加に伴つ  

て日射盈は増加し，商科両では減少を示しているが，寛（西）斜面でほほとんど一億であり平地のそれぞれ1い25，  

1nO5，0．9フ倍を示している．   

冬季の12月においては各傾角の溌（酉），南，北各斜面ともに・，東西作に日射盈は最も多く南北作が最も少い．そ  

して寛西作では商科面においては傾角の増加に伴って日射盈は増加し，東（西）及び北斜面では反対に減少してい  

るい そして傾角30旬こおいて平地のそれぞれ123，0い86，0・06倍を京し，南北作ではそれぞれ11・52，1い00，0け15倍で  

東西作，南北作いずれも冬季の北斜面は日射温からいって最も不利であり，反対に南斜面でほいずれも有利であるが  

特に濱田作に対して最も有利であることがわかる“以上の各斜面の中間に面した斜面における北瀬上南西作（北西】  

南東作）の日射盈は東西作と南北作の略中間にあると言えるが，南西斜面における北西両東作（あるいは南京斜面   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



香川大学農学部学術報告   ユ42   

の北讃十南西作）が日射盈ほ多く，且つこれほ慣角の増加に伴って日射最は増加している．  

筍2表 日射監の平地との比数  

S－＄lope  
■   

㌃1完F   

∴  ∴－・ 

＿  － ・  
N←Slope   
、l ■l 

、  

NW＄lope  SE-- slope NE slope 

10」20130  10120  

91 89 97  

108109r 96  
140 141］0．3   

3月においては各科間における作付訪問の差異による日射最の相避は少くなっているが，南斜面の南北作が最も日  

射遅ほ多く，次いで南西斜面に・おける北西一南東作（あるいは南東斜面の北東一一南西作）に多い．そしてこれほ傲角  

の増加につれて日射畳も増加す－るlそして一日射盈の最も少いのほ北斜面における北西」南贋作（あるいほ北西斜面の  

北東南西作）で，次いで北斜面における南北作であるい またこれらは傾角の増加に．伴づて日射最も減少している…   

以上を駄括すると夏季においては平地，傾斜地ともに南北作が日射慮ほ多く，東西作は日射に恵まれないことがわ  

かる．．また北東南西作や，北西・－南貰作ではその略「帽帥こある．冬季には各傾角ともに南淡び寛（西）斜面におけ  

る東西作や，南西斜面においては北西－1有策作（あるいは南東斜面の北東十南西作）が日射温からみると．有利で，北  

斜面に．おける南北作，兎酉作ほともに日射盈少く，また北凍斜面の北西∴南策作（あるいは北西斜面の北寛一南西  

作）も同様に不利であることがわかるであろう．3月においては筒斜面では簡北作，南西斜面においてほ北西一一南東  

作（あるいは南粛斜面の北東－南西作）が日射に怨まれて有利で，北斜面の南北作や北質料面の北西⊥南東作（ある  

いは北西斜面の北東－1宥西作）は日射盈が少く不利なこともわかるであろう．  

Ⅳ 摘  要   

1‖ 傾斜地利用に際して農地保全の一環と．して東，西，南，北の各力向に両した傾角100，200及び300の各斜面並  

びに平地に防風林（またほ傾斜地に麿霜杯）を鹿西や南北方向に戯けた場合，影の目変化量を理論的に求め，防風林  

等を設ける場合の参考資料を得た‖   

2．また傾斜地において各々縦睦と横瞳に激増された作物側面の受ける日射盈を，各力向に周した各傾角の斜面に．  

ついて理論的に求め，日射の面から傾斜地利用の指針を示したい  
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R岳 sⅥmる   

1小 As to the use of the sloping regiorl，We gOt SOmq referentialdata for determining wind break  

forest（or血ost break fores七）on the slopeswith angles o董iI】Clination of100，200，and300－L－ノ（whichface  

every direction of East，Wesl，South and North）一Or On the flat surfaceinto the east－WeSternOr SOuth－  

northern direction，and also for setting up the wind break forest by the theore七icalresearch o董 the  

diurrlalvar・iation of the shadow 

2．We had王まtheoreticalresearch fo工the quarltity ofiI】SOiation to be received bylhe vegelables  

Cultivated on the verticalridge and onthelateralone with each angle ofinclination of the sloping  

ground“We claTifiedthe advantages andthe disadvantages of the slopesilOm the view－pOint of the  

quantity ofinsola†ioヱ】山   
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